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科学技術館における博物館学芸員実習 
 

加藤 智之* 

 

  要旨 

 

科学技術館では例年近隣の大学からの博物館学芸員実習生を受け入れている。平成１８年度夏季および冬季あわせて１０名の

実習生をそれぞれ１０日間の期間で受け入れ、講義・実習および調査活動を行った。今回はこの実習の概略について報告する。 

 

キーワード：学芸員，博物館実習 

 

 

はじめに 

科学技術館では、例年１０～２０名程度の博物館学芸員

実習の学生を受け入れている。博物館学芸員実習は以前よ

り実施されているが、その変遷については別記事に譲るこ

ととし、本稿では平成１８年度の状況とそれに関する担当

の所感を報告するものとする。 

 

1. 実施概要 

科学技術館での博物館学芸員実習（以下，学芸員実習）

の概要については以下の通りである。 

1･1 定員 

(1)受入人数 

受入人数は、１期間あたり最大１０名とした。過去にも

っと多くの実習生を受け入れた年度もあるが、実習全体を

見渡すのが大変であること、実習生一人一人に十分な実習

機会が与えられなくなってしまう可能性があることを考え

定員を設定した。この人数であれば、館側と、あるいは実

習生相互にコミュニケーションを取ることができると考え

る。 

(2)大学あたりの定員 

１大学から１名を受入れとし、各大学の担当係において

調整した後の応募をお願いしている。実習生個人からの申

込みは受付けず、必ず大学の担当係を経由することとした。

大学あたりの定員を設定しているのは、同じ大学であると

同じ大学の実習生だけが集団を作ってしまう可能性がある

ためである。この可能性を低くし、実習生個々が同じ条件

で相互にコミュニケーションをはかることができる環境作

りをねらったものである。実習生たちは各大学のいろいろ

な雰囲気や方針などを情報交換しているようであり、実習

そのものとは異なった刺激として有効であろうと考える。 

1･2 募集期間 

募集期間は、開催年度の５月もしくは９月の２～３週間

に設定した。前年度末（１～３月）には募集要項の要求が

各大学からあり、要項を送付しているため期間の設定が募

集に対して何らかの支障にはならないと考えている。なお、

募集要項については要望のあった大学および今までに実習

生を受け入れた大学の学芸員実習担当者に対して送付して

いる。 

 

1･3 実習期間 

実習期間は、期間の後半に休日を１日設けた１１日間と

した。実習期間は他館と比較するとやや長い部類に入るよ

うである。 

(1)夏季期間 

夏季は８月１０日（木）～２０日（日）に設定し、レポ

ートの提出期限を８月３１日に設定した。夏季の期間は夏

の特別展（８月１２日（土）～２７日（日））の期間と一部

重なった。また、土日についてはサイエンス友の会の教室

と重なった。 

(2)冬季期間 

冬季は１２月１２日（水）～２２日（金）に設定し、レ

ポートの提出期限を１月１５日に設定した。冬季の期間に

は特別展等の企画がなく、土日に土曜実験教室、サイエン

ス友の会、TryScience実験教室と重なった。 

(3)スケジュール 

いずれの期間においても、初日から６日目までを講義お

よび実習とし、７～９日目を調査、１０日目に調査まとめ

および中間発表というスケジュールを設定した。 

 

1･4 実習生状況 

(1)専攻区分 

平成１８年度の実習生の専攻は次の通りだった。 

文 系： ５ 

理 系： ２ 

芸術系： ３ 

今年度に限らず、理系の実習生が少ない傾向があるよう
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に見受けられる。学芸員資格を取得する講座が理系の学生

には受講しにくいという状況があるのか、研究活動が充実

している館に実習を希望しているのかどうかは不明であ

る。 

(2)男女比 

平成１８年度の実習生の性別は次の通りだった。 

夏季：男 ２ 

女 ５ 

冬季：男 １ 

女 ２ 

性別について有意性があるかどうかは不明である。  

(3)学年 

平成１８年度の実習生の学年は次の通りだった。 

３年生： ３ 

４年生： ７ 

博物館実習に参加する条件として，学芸員資格に必要な

必修科目の一部を履修済もしくは履修中であることを条件

としている。このため、２年次の学生の応募はないようで

ある。 

冬季の場合、３人の実習生がいずれも４年生であった。

このため卒業論文・製作等の提出期限が直近に迫っており、

日程的に辛いとの感想があった。また、大学によっては年

明け１月末で学生の成績を評価する提出期限にあたるよう

で、日程的にタイトであった。また、３年生でも夏季と異

なり、実習期間が大学の講義と重なる期間となるので実習

に参加しにくいという状況は考えられる。 

冬季の実習期間については、もう少し前に持ってくるこ

とができるかどうかについて、館業務の予定や大学の予定

を考慮し、今後検討していく必要があるだろう． 

 

2. 実習内容 

実習は座学である講義と現場にて体験する実習とで構成

した。学芸員実習であるので座学よりも実習の時間に重点

をおいた方がよいという考えもあるが、大学での講義はい

わゆる収蔵品のある博物館もしくは美術館などを前提とし

たものが多いようで、体験型を主とする科学館の形態につ

いての情報は新鮮なようであった。これは当館のような形

態について理解してもらった上で実習に臨んでもらうとい

う点で必要な要素であるといえる。また、実習だけでは触

れることができないその他の要素についても理解してもら

うためには必要であろう。 

 

2･1 講義 

講義については次のテーマで実施した（写真１）。 

科学技術館の諸活動について 

科学技術館における展示の変遷 

博物館の機能と社会に対する役割 

～海外事例により紹介～ 

館内安全について 

展示メンテナンス 

教育普及活動 

地域の学校との連携 

外部と連携した実験教室 

広報と特別展 

ホスピタリティ講座 

博物館展示の作り方 

各テーマは１～２時間程度の講義時間とした。それぞれ

のテーマについては異なる館スタッフが担当した。また、

教育普及活動や展示メンテナンスなどは実習の事前講義も

兼ねて行った。 

 

写真１ 講義の様子。 

 

2･2 実習 

実習については次のメニューを行った（写真２）。 

特別展サポート 

サイエンス友の会サポート 

展示メンテナンス 

館内巡視 

実習時間は半日もしくは終日に設定した。時間開始時も

しくは事前に担当者より実施内容の説明を行った。来館者

対応もしくは子ども対応という点が大学での講義では得ら

れない体験である旨の感想が聞かれた。 

 

写真２ 

実習の様子（館内巡回 北ノ丸サイクル）。 
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2･3 調査レポート 

詳しくは課題内容で触れるが、課題を選択するのになか

なか絞りきれないという学生が多いようである。実習参加

前にテーマを決めていても、講義や実習を受ける間にテー

マを変えたという実習生も少なくない。同時に、調査開始

から結果発表（中間発表と位置付けている）までの期間が

短いのでどこまでできるのかわからないという不安も覚え

るようである。 

 

2･4 調査結果発表 

わずか数日の調査をまとめて結果発表ということは難し

いので，基本的にはレポート提出前の中間発表という位置

付けとし、テーマを選択した理由や調査の方針、現時点で

集められた情報について発表する機会とした。 

プレゼンテーション用の PC ソフトを利用するのが初め

てという学生が多く驚かされた。現在はあたりまえのよう

に PC を使っているので、３年次・４年次であれば利用し

ているものと考えていたが、レジュメを利用した発表が多

いようで、プレゼンテーションの機会を得るまでには至っ

ていないとのことである。 

発表には講義や実習を担当したスタッフが立ち会い質疑

応答を行った。また、実習生の不明点については調査方法

や方向性について提言がなされ、レポート作成のための助

言となったようである。 

短い期間であるにもかかわらず、発表は形式が整えられ、

わかりやすいものとなっていたことには感心させられた。 

 

2･5 課題内容 

(1)提示課題 

次の課題を受入れ回答と同時に送付した。 

課題Ａ：未来の博物館像 

課題Ｂ：博物館、ボランティアおよび学校・

地域社会 

課題Ｃ：博物館の来館者サービス 

課題Ｄ：博物館とデザイン 

課題Ｅ：科学技術館の展示構想案 * 

課題Ｆ：科学技術館特別展のテーマとその展

開案 * 

* 科学技術館の現在にこだわらず、

これからの時代にどうあるべきなの

かを考えて、<テーマ>、<ねらい>、

<対象>、<展示内容>、<行事内容>

等をまとめる。「こうだったら良

い」、「こんなことをしたら面白い」

という自分なりの理想像でよい。） 

課題Ｇ：自主テーマ（実習内容と関連のある

事柄から各自設定する） 

 (2)実習生選択課題 

平成１８年度の選択状況は次の通りである。 

課題 C： ２ 

課題 D： １ 

課題 E： ２ 

課題 F： ３ 

課題 G： ２ 

平均的な選択状況であったと言い切れるかどうかは不明

だが、選択された課題については、実習生が大学で専攻し

ていることを利用して取り組み易かったという状況がある

ようである。 

テーマは事前に配布されていたこともあり、実習開始時

のヒアリングではテーマは一応決めているという反応が多

かった。最終的にテーマは調査期間前に担当と実習生の間

で話し合いを行い、調査項目・内容を含めて決定した。 

 

3. 実習生レポート状況 

文章だけではなく設計図や試作品の製作に至ったレポー

トもあり（写真３）、実習生の熱意が感じられるものであっ

た。少ない調査期間と提出期限までの短い期間で調査や考

察を行ったと考えている。レポートの中には館スタッフと

して参考にすべき情報も見られたことは特筆に値する。 

 

写真３ 

レポート製作物．定規は 20cm． 

 

4. 実習生の感想 

レポートとともに実習の感想の提出を求めている。提出

された感想の内容はおおまかにいえば、全く知見のない言

葉を知ったことや経験をすることができたというものであ

る。課題の一環なのでそこに記載されていることはよい点

だけなのかもしれないが、そのことを差引いても実習を通

していろいろと感じるものがあったということであれば受

け入れ側としては、一安心である。 

 

5. 最後に 

実習生にとっても意義ある１０日間であったように、受

入れ側として意義のある１０日間を過ごすことができたと

考えている。 
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１つには実習生の新鮮な視点からの情報である。館の準

スタッフとして動いてもらうということを実習生に対して

は要求しているが、同時に実習生からは来館者の視点にた

った情報を得ることができる。これは館スタッフでは館の

運営について客観的につかみにくい状況に対して有意義で

あった。 

もう１つは多様な実習生の多様な考え方である。さまざ

まな専攻の実習生を受け入れているが、同じ講義・実習を

しても多様な反応が得られる。これが通常の業務に刺激を

与えるのではないかと考えるからである。 

実習生を受け入れるということは新たな業務が発生し、

そのための時間が必要ということである。しかし、それ以

上に得るものも多いといえる。今後も継続して実習生を受

け入れていくのが望ましいと考える。 

 

実習先として科学技術館を選択していただいた実習生各

位、忙しい中講義・実習に時間を割いていただいたスタッ

フ各位にお礼申し上げる。 

 


